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(57)【要約】
【課題】土構造物の斜面を平滑にせずとも、漏水を防止 
することができる遮水層構築工法を提供する。
【解決手段】堤体Ｔの斜面Ｔａに対して型枠１０を設置 
し、その設置した型枠１０内にベントナイト混合土２を 
充填すると共に、その設置した型枠１０の外側に覆土３ 
を撒き出し、その後、型枠１０を引き抜き、ベントナイ 
ト混合土２と覆土３を転圧するという工程を繰り返し行 
うことにより、堤体Ｔの斜面Ｔａに対してベントナイト 
混合土２を段状に構築してなる。
【選択図】図２

審査請求　有　請求項の数　2　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 土 構 造 物 の 斜 面 に 対 し て ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 を 段 状 に 構 築 し て な る 遮 水 層 構 築 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 土 構 造 物 の 斜 面 に 対 し て 所 定 の 型 枠 を 設 置 し 、 そ の 設 置 し た 所 定 の 型 枠 内 に ベ ン ト  
ナ イ ト 混 合 土 を 充 填 す る と 共 に 、 そ の 設 置 し た 所 定 の 型 枠 の 外 側 に 覆 土 を 撒 き 出 す 第 １ 工  
程 と 、
　 前 記 第 １ 工 程 が 終 了 し た 後 、 前 記 所 定 の 型 枠 を 引 き 抜 き 、 前 記 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 と 前  
記 覆 土 を 転 圧 す る 第 ２ 工 程 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 工 程 と 前 記 第 ２ 工 程 を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ り 、 前 記 土 構 造 物 の 斜 面 に 対 し て  
前 記 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 を 段 状 に 構 築 し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 遮 水 層 構 築 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遮 水 層 構 築 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 土 木 構 造 物 の う ち 、 天 然 材 料 で あ る 土 質 材 料 や 岩 石 材 料 等 を 用 い て 構 成 さ れ る 土 構 造 物  
（ 例 え ば 盛 土 、 堤 体 、 堤 防 等 ） は 、 最 も 材 料 コ ス ト が 安 い こ と も あ り 、 古 く か ら い た る 場  
所 に 構 築 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 土 構 造 物 は 、 地 震 や 豪 雨 等 に よ り し ば し ば 自 然 災 害 に 見 舞 わ れ る  
。 そ の 被 災 状 況 は ク ラ ッ ク が 生 じ る 程 度 の 軽 微 な も の か ら 崩 壊 に 至 る 甚 大 な も の ま で 様 々  
で あ る 。 土 構 造 物 が 崩 壊 し た 場 合 は 、 土 構 造 物 の 崩 壊 箇 所 を 含 む 部 分 を 一 旦 撤 去 し た の ち  
、 再 度 建 設 す る 等 の 措 置 が 必 要 と な る 。 し か し な が ら 、 崩 壊 に 至 る ケ ー ス に 比 べ 、 ク ラ ッ  
ク が 生 じ た り 、 或 い は 、 さ ら に ク ラ ッ ク の 周 囲 に 段 差 が 生 じ た り す る 軽 微 な ケ ー ス が 多 い  
。 ま た 、 自 然 災 害 以 外 に も 、 土 構 造 物 は 経 時 劣 化 や 地 盤 変 動 に よ っ て ク ラ ッ ク や 空 隙 を 生  
じ た り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 等 と の 境 界 に 空 隙 を 生 じ た り す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か く し て 、 こ の よ う な 土 構 造 物 に 生 じ た ク ラ ッ ク や 空 隙 な ど の 欠 陥 を 放 置 し て お く と 、  
漏 水 が 発 生 し 、 崩 壊 等 の 事 故 に 繋 が る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 早 期 に 修 復 す る 必 要 が あ る 。  
そ こ で 、 土 構 造 物 に 生 じ た ク ラ ッ ク 等 を 補 修 す る 方 法 と し て 、 図 ５ に 示 す よ う な 前 刃 金 工  
法 が 知 ら れ て い る 。 こ の 前 刃 金 工 法 は 、 た め 池 Ｗ の 堤 体 Ｔ か ら な る 土 構 造 物 に 対 し て 、 刃  
金 土 Ｈ を 使 用 し て 、 傾 斜 遮 水 ゾ ー ン を 構 築 す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 前 刃 金 工 法 は 、 漏 水 を 防 止 す る こ と が で き る も の の 、 昨 今 、 使 用  
す る 刃 金 土 Ｈ が 枯 渇 し か か っ て お り 、 採 取 し づ ら く な っ て き て い る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 前 刃 金 工 法 の 代 替 工 法 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う な 遮 水 シ ー ト を 用  
い た 工 法 が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 工 法 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ  
に 遮 水 シ ー ト Ｓ を 敷 設 し 、 こ の 遮 水 シ ー ト Ｓ に よ っ て 、 漏 水 を 防 止 す る と い う も の で あ る  
。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － １ ７ ９ ９ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 工 法 は 、 遮 水 シ ー ト Ｓ を 敷 設 す る に あ た っ て 、 堤 体 Ｔ の 斜  
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面 Ｔ ａ を 平 滑 に す る 必 要 が あ り 、 万 が 一 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う な  
空 隙 Ｋ が 存 在 す る と 、 こ の 箇 所 か ら 漏 水 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 或 い は 、 遮 水 シ  
ー ト Ｓ が 劣 化 す る こ と に よ っ て 、 パ イ ン ピ ン グ 現 象 が 発 生 （ 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 矢 印 Ｙ １ ０  
参 照 ） し 、 も っ て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 遮 水 シ ー ト Ｓ が 破 損 し 、 漏 水 が 発 生 す る と  
い う 問 題 が あ っ た 。 そ の た め 、 遮 水 シ ー ト Ｓ を 敷 設 す る に あ た っ て は 、 必 ず 、 堤 体 Ｔ の 斜  
面 Ｔ ａ を 平 滑 に し な け れ ば な ら な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み 、 土 構 造 物 の 斜 面 を 平 滑 に せ ず と も 、 漏 水 を 防 止 す  
る こ と が で き る 遮 水 層 構 築 工 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 本 発 明 の 目 的 は 、 以 下 の 手 段 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 な お 、 括 弧 内 は 、 後 述 す る 実 施  
形 態 の 参 照 符 号 を 付 し た も の で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て ベ ン ト  
ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） を 段 状 に 構 築 し て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遮 水 層 構 築 工 法 に お い て 、 前 記  
土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） を 設 置 し 、 そ の  
設 置 し た 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） を 充 填 す る と 共 に 、 そ の 設 置  
し た 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） の 外 側 に 覆 土 （ ３ ） を 撒 き 出 す 第 １ 工 程 （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） と 、
　 前 記 第 １ 工 程 （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） が 終 了 し た 後 、 前 記 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） を 引 き 抜 き 、  
前 記 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） と 前 記 覆 土 （ ３ ） を 転 圧 す る 第 ２ 工 程 （ 図 ２ （ ｂ ） 参 照 ）  
と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 工 程 （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） と 前 記 第 ２ 工 程 （ 図 ２ （ ｂ ） 参 照 ） を 繰 り 返 し 行 う こ  
と に よ り 、 前 記 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て 前 記 ベ ン ト ナ イ ト 混  
合 土 （ ２ ） を 段 状 に 構 築 し て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 に つ い て 、 図 面 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。 な お 、 括 弧 内 は 、 後  
述 す る 実 施 形 態 の 参 照 符 号 を 付 し た も の で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な  
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て 土  
質 材 料 で あ る ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） を 段 状 に 構 築 し て い る か ら 、 土 構 造 物 の 斜 面 を 平  
滑 に せ ず と も 、 漏 水 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て 所  
定 の 型 枠 （ １ ０ ） を 設 置 し 、 そ の 設 置 し た 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （  
２ ） を 充 填 す る と 共 に 、 そ の 設 置 し た 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） の 外 側 に 覆 土 （ ３ ） を 撒 き 出 し  
、 そ の 後 、 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） を 引 き 抜 き 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） と 覆 土 （ ３ ） を 転  
圧 す る と い う 工 程 を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ り 、 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ  
） に 対 し て ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） を 段 状 に 構 築 す る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 簡  
単 容 易 に 、 土 構 造 物 （ 例 え ば 、 堤 体 Ｔ ） の 斜 面 （ Ｔ ａ ） に 対 し て ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２  
） を 段 状 に 構 築 す る こ と が で き る 。 さ ら に は 、 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合  
土 （ ２ ） を 充 填 す る と 共 に 、 そ の 設 置 し た 所 定 の 型 枠 （ １ ０ ） の 外 側 に 覆 土 （ ３ ） を 撒 き  
出 し す る よ う に し て い る か ら 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 （ ２ ） と 覆 土 （ ３ ） を 簡 単 容 易 に 構 築  
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 た め 池 の 堤 体 か ら な る 土 構 造 物 に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 遮 水 層 を  
構 築 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に 示 す Ｘ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 堤 体 の 斜 面 に 同 実 施 形 態 に 係 る 型 枠 を 用 い て 覆 土 及 び ベ ン ト ナ イ ト 混  
合 土 の 層 を 形 成 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 、 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら 転 圧 機 を 用 い て  
覆 土 及 び ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 を 転 圧 し て い る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 型 枠 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 型 枠 を 、 堤 体 の 斜 面 に 横 並 び に 複 数 並 設 し 、 該 型 枠 内 に ベ ン ト  
ナ イ ト 混 合 土 を 充 填 し て い る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 た め 池 の 堤 体 か ら な る 土 構 造 物 に 刃 金 土 を 構 築 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 、 空 隙 が 形 成 さ れ て い る た め 池 の 堤 体 か ら な る 土 構 造 物 の 斜 面 に 対 し て  
遮 水 シ ー ト を 敷 設 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 、 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら パ イ ン ピ ン グ  
現 象 が 発 生 し 、 遮 水 シ ー ト が 破 損 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 遮 水 層 構 築 工 法 の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る  
。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 下 左 右 の 方 向 を 示 す 場 合 は 、 図 示 正 面 か ら 見 た 場 合 の 上  
下 左 右 を い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 遮 水 層 １ は 、 例 え ば 、 た め 池 Ｗ の 堤 体 Ｔ か  
ら な る 土 構 造 物 の 斜 面 Ｔ ａ に 対 し て 、 段 状 に 構 築 さ れ る も の で あ る 。 よ り 詳 し く 説 明 す る  
と 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 遮 水 層 １ は 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 沿 っ て 、 段 状 に 構 築 さ れ  
て い る ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ と 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ の た め 池 Ｗ 側 の 側 面 に 構 築 さ れ て  
い る 覆 土 ３ と 、 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ は 、 母 材 と な る 砂 質 系 土 砂  
に ベ ン ト ナ イ ト を 一 定 量 混 合 し て 得 ら れ る 材 料 で あ る 。 ベ ン ト ナ イ ト は 、 天 然 の 粘 土 鉱 物  
で あ り 、 吸 水 に よ り 膨 潤 す る 性 質 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 こ の 膨 潤 性 に よ っ て 高 い 遮 水  
性 や 自 己 修 復 性 （ 損 傷 な ど の 理 由 に よ っ て 低 下 し た 遮 水 性 が 、 徐 々 に 回 復 す る 性 質 ） の 発  
揮 が 期 待 で き る 。 そ れ ゆ え 、 こ の ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ は 、 ベ ン ト ナ イ ト の 膨 潤 性 に よ り  
、 母 材 の 遮 水 性 の 改 善 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ で 使 用 す る ベ ン ト ナ イ  
ト は 、 無 機 土 質 材 料 の た め 、 長 期 的 に み て も 不 燃 性 で 劣 化 ・ 分 解 す る こ と が 無 く 半 永 久 的  
に 遮 水 機 能 を 保 つ こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ の  
透 水 係 数 を １ × １ ０ － ６ ｃ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ 以 下 に す る こ と に よ っ て （ 図 ５ に 示 す 刃 金 土 Ｈ の 透  
水 係 数 は １ × １ ０ － ５ ｃ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ ） 、 薄 層 化 を 実 現 し 、 も っ て 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 れ る  
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 こ の 遮 水 層 １ を 構 築 す る 方 法 を 具 体 的 に 説 明 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 遮 水 層 を 構 築 す る 方 法 の 説 明 ＞
　 遮 水 層 １ を 構 築 す る に あ た っ て は 、 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ  
の 最 下 面 Ｔ ａ １ に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 充 填 し 、 約 ２ ０ ｃ ｍ 程 度 の 厚 み の ベ ン ト ナ イ ト  
混 合 土 ２ の 層 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 い で 、 図 ３ に 示 す よ う な 型 枠 １ ０ を 使 用 す る 。 こ の 型 枠 １ ０ は 、 金 属 等 で 形 成 さ れ て  
お り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 面 １ ０ ａ が 開 放 さ れ 、 下 面 １ ０ ｂ が 開 放 さ れ 、 左 側 面 １ ０ ｃ  
が 閉 止 さ れ 、 右 側 面 １ ０ ｄ が 閉 止 さ れ 、 前 面 １ ０ ｅ が 閉 止 さ れ 、 後 面 １ ０ ｆ が 開 放 さ れ た  
横 長 の 逆 台 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の よ う な 型 枠 １ ０ の 左  
側 面 １ ０ ｃ の 上 面 １ ０ ａ 側 に は 、 コ 字 状 の 左 把 持 部 １ ０ ｃ １ が 一 体 的 に 設 け ら れ 、 型 枠 １  
０ の 右 側 面 １ ０ ｄ の 上 面 １ ０ ａ 側 に は 、 コ 字 状 の 右 把 持 部 １ ０ ｄ １ が 一 体 的 に 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 か く し て 、 こ の よ う に 形 成 さ れ る 型 枠 １ ０ は 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ の 最 下 面 Ｔ ａ １ に 構 築  
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さ れ て い る ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ の 層 上 に 設 置 さ れ る と 共 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 堤 体 Ｔ  
の 斜 面 Ｔ ａ 側 に 後 面 １ ０ ｆ が 位 置 す る よ う に 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 こ の よ う に 設 置 さ れ た  
型 枠 １ ０ は 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 横 並 び に 複 数 並 設 さ れ る 。 し か し て  
、 こ の 状 態 で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 油 圧 シ ョ ベ ル （ 図 示 せ ず ） の バ ケ ッ ト Ｂ を 用 い て 、 型  
枠 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ 側 か ら 、 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ が 充 填 さ れ る こ と と な る  
。 こ の 際 、 型 枠 １ ０ の 後 面 １ ０ ｆ が 開 放 さ れ て い る か ら 、 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合  
土 ２ を 充 填 す る だ け で 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 簡 単 容 易 に 配 置 さ せ  
る こ と が で き る 。 し か し て 、 複 数 並 設 さ れ た 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ が 充 填 さ  
れ る と 、 型 枠 １ ０ の 前 面 １ ０ ｅ 側 に 、 覆 土 ３ が 撒 き 出 し さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か く し て 、 こ の よ う に 、 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ が 充 填 さ れ 、 型 枠 １ ０ の 前  
面 １ ０ ｅ 側 に 、 覆 土 ３ が 撒 き 出 し さ れ る と 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 型 枠 １ ０ が 矢 印 Ｙ  
１ 方 向 に 引 き 抜 か れ る こ と と な る 。 こ の 際 、 型 枠 １ ０ の 下 面 １ ０ ｂ が 開 放 さ れ て い る か ら  
、 型 枠 １ ０ を 引 き 抜 い た 際 、 型 枠 １ ０ 内 に 充 填 さ れ た ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 、 堤 体 Ｔ の  
斜 面 Ｔ ａ に 残 置 す る こ と が で き る 。 な お 、 型 枠 １ ０ を 引 き 抜 く 際 、 型 枠 １ ０ の 左 把 持 部 １  
０ ｃ １ 及 び 右 把 持 部 １ ０ ｄ １ に ワ イ ヤ ー 等 が 取 り 付 け ら れ 、 引 き 抜 か れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 い で 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 従 来 周 知 の 構 造 で あ る 転 圧 機 Ｒ を 用 い て 、 覆 土 ３ 及  
び ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 転 圧 し 、 約 ２ ０ ｃ ｍ 程 度 の 厚 み の 覆 土 ３ 及 び ベ ン ト ナ イ ト 混 合  
土 ２ の 層 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 か く し て 、 上 記 の よ う な 型 枠 １ ０ 及 び 転 圧 機 Ｒ を 用 い て 、 上 記 説 明 し た 処 理 を 繰 り 返 し  
行 う こ と に よ り 、 約 ２ ０ ｃ ｍ 程 度 の 厚 み の 覆 土 ３ 及 び ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ の 層 を 段 状 に  
形 成 す る こ と が で き る こ と と な る 。 こ れ に よ り 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う な 、 遮 水 層 １ が 、  
堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 構 築 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し て 、 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 に 示 す 方 法 に て 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 対 し て ベ ン ト  
ナ イ ト 混 合 土 ２ を 段 状 に 構 築 す る よ う に す れ ば 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 を 平 滑 に せ ず と も 、 漏 水 を  
防 止 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ は 、 土 質 材 料 で あ る か ら 、 堤 体  
Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ が 平 滑 に な っ て お ら ず 岩 な ど が 出 て 凹 凸 形 状 に な っ て い た と し て も 、 そ の 凹  
凸 部 分 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ が 入 り 込 ん で 馴 染 む こ と と な り 、 も っ て 、 パ イ ン ピ ン グ の  
原 因 と な る 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う な 空 隙 Ｋ が 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 形 成 さ れ る 事 態 を 防 止 す  
る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 対 し て ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 段 状 に 構  
築 す る よ う に す れ ば 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ を 平 滑 に せ ず と も 、 漏 水 を 防 止 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 対 し て 型 枠 １ ０ を 設 置 し 、 そ の 設 置  
し た 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 充 填 す る と 共 に 、 そ の 設 置 し た 型 枠 １ ０ の 前 面  
１ ０ ａ 側 に 覆 土 ３ を 撒 き 出 し 、 そ の 後 、 型 枠 １ ０ を 引 き 抜 き 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ と 覆  
土 ３ を 転 圧 す る と い う 工 程 を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ り 、 堤 体 Ｔ の 斜 面 Ｔ ａ に 対 し て ベ ン ト  
ナ イ ト 混 合 土 ２ を 段 状 に 構 築 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 簡 単 容 易 に 、 堤 体 Ｔ の 斜 面  
Ｔ ａ に 対 し て ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 段 状 に 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 型 枠 １ ０ 内 に ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２ を 充 填 し 、 型 枠 １  
０ の 前 面 １ ０ ｅ 側 に 、 覆 土 ３ を 撒 き 出 し す る よ う に し て い る か ら 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ２  
と 覆 土 ３ を 簡 単 容 易 に 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 示 し た 遮 水 層 を 構 築 す る 方 法 は あ く ま で 一 例 で あ り 、 特 許 請  
求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。 例  
え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 土 構 造 物 と し て 、 た め 池 Ｗ の 堤 体 Ｔ を 例 に し て 説 明 し た が  
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、 そ れ に 限 ら ず 、 漏 水 を 防 止 す る 箇 所 で あ れ ば 、 汚 染 水 等 、 ど の よ う な 箇 所 に も 適 用 可 能  
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１         遮 水 層
２         ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土
３         覆 土
１ ０       型 枠 （ 所 定 の 型 枠 ）
Ｔ         堤 体 （ 土 構 造 物 ）
Ｔ ａ       斜 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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